
 

 

 

2024年度理事会 

 

日時：2025年 11月 15日（土）13時 30分～15時 30分 

開催場所：津市美杉町八知 

 

 

第１号議案 2024 年度の事業報告 

第２号議案 2024 年度収支決算 

第３号議案 2026 年度の活動計画 

第 4号議案 役員選任 

 

 

 

NPO法人DIFAR 



【第 1 号議案】 

 

2024年 年次事業報告書（簡潔版） 

1. プロジェクト概要 

本報告は、2024 年 1 月から 12 月にかけて実施された「バジェグランデ市地域住民の

廃棄物管理能力強化プロジェクト（第 2 期）」の年次進捗をまとめたものである。 

本プロジェクトは、教育・地域参加・民間連携を通じて、持続可能な廃棄物管理体制の

確立を目指すものである。 

2. 環境教育の活動 

2024 年度は 10 校の小学校（4 年生）を対象に環境教育を実施。 

合計 232 名の児童が参加した。各回のテーマは以下の通り： 

1）ごみと環境 2）植林と生態系 3）エネルギーの流れ 4）地球の守り手

（Cuidadores de la Tierra） 

授業は教師研修→児童への実践という二段階方式で実施され、体験型学習を重視した。 

3. 教育活動の成果 

- 教室・家庭でのごみ分別意識が向上。 

- 授業後のアンケートでは「自然を守りたい」と答えた児童が 85％。 

- エネルギーの授業では、再利用資材で「手作りソーラーパネル」を製作し、省エネの

理解を深めた。 

4. SOJI活動（日本式清掃教育） 

2024 年 4 月〜10 月にかけて、10 校（小中学校）で SOJI を実施。 

校内清掃・整理整頓・衛生管理を通じて「きれいにする心」を育成。 

GAMV と DIFAR の共同評価により、最も優れた学校は「Abraham Sanabria 小学校」。 

5. Cuidadores de la Tierra（地球の守り手） 

9 校の都市部小学校と 1 校の農村部学校が参加。 

生徒は宿泊型キャンプに参加し、森の保全・水源保護・堆肥づくりなどを学んだ。 

2024 年には 15 名の新しいファシリテーターを養成し、継続運営体制を強化。 

6. OTB・民間セクターとの連携活動 

地域住民と協働で以下を実施： 

- 廃タイヤ再利用ごみ箱 30 基を設置（La Hoyada 地区） 

- 通りの標識と環境啓発メッセージを 60 枚設置（Obrero 地区） 

- パン職人協会 ASOPAV と共同で「マイバッグ運動」を展開し、使い捨て袋の削減を推

進。 



【第 1 号議案】 

 

7. DEPORSURA（清掃競技イベント） 

2024 年、町内会・学校・大学と協働して複数回の清掃大会を実施。 

収集されたごみの総量を計測し、市民の環境意識向上に寄与した。 

8. 2025年への展望 

- 環境教育と SOJI をすべての学校に拡大 

- Cuidadores de la Tierra を年間 100 名規模で実施 

- CEAV（環境教育センター）を活用した地域研修を拡充 

- 教師・住民・行政の三者連携による持続的な活動基盤を強化 

9. 結論 

2024 年は、教育活動・地域協働・制度的支援のいずれも順調に進展。 

DIFAR と GAMV の協力により、環境教育の定着と地域住民の行動変容が確認された。 

引き続き 2025 年は制度化と地域拡大を重視する。 



【第 1 号議案】 

プロジェクト最終評価報告書 

基本情報 

プロジェクト名：バジェグランデ市における地域住民の廃棄物管理のためのコミュニテ

ィ・エンパワーメント 

作成者：バジェグランデ自治市政府（GAMV） 

提出先：国際協力機構（JICA） 

提出日：2025 年 10 月 

Ⅰ．概要 

本報告書は、2022 年から 2025 年にかけて実施された「廃棄物管理における地域住民

の能力強化プロジェクト（第 2 フェーズ）」の成果・分析・結論をまとめた最終評価で

ある。 

評価の結果、地域能力の強化と環境意識の向上において顕著な成果を上げたが、制度

化・モニタリング・財政面での補強が今後の課題である。 

Ⅱ．序論 

本報告書は 2022～2025年度を対象とし、当初の PDM 目標との整合性・達成度を分析

するものである。 

PDM は柔軟に修正され、最終目的を達成するために調整がなされた。 

Ⅲ．評価方法 

評価は以下の手法で行われた： 

- DIFAR の年次報告書を基にした文献レビュー 

- PDM との比較分析 

- 写真・現地観察・関係者への聞き取り 

Ⅳ．地域背景と経緯 

バジェグランデ市は都市化・消費増大・最終処分場の不足により、長年廃棄物管理の課

題を抱えてきた。 

この問題に対し、GAMV は DIFAR および JICA の協力のもと、教育・市民参加・制度強

化を軸とする統合的廃棄物管理モデルを導入した。 

Ⅴ．主な成果（PDM評価） 

- PMGIRS（総合廃棄物管理計画）策定：議会承認待ち 

- ごみ分別実施家庭：目標 1200 戸／実績 900 戸 

- SOJI 導入：小学校で実施 

- CEAV（環境教育センター）：稼働中 
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Ⅵ．質的分析 

学校での清掃習慣の改善、地域活動の活性化、再利用活動の促進などが確認された。 

Ⅶ．持続可能性とリスク 

主なリスク： 

- 財政的リスク（CEAV予算の欠如） 

- 人材異動 

- 機材不足 

- 住民参加の低下 

→ GAMV は専用予算や啓発活動で対策を進めている。 

Ⅷ．学んだ教訓 

体験型学習が行動変容に有効であり、教育機関との協働が持続可能性を高める。 

Ⅸ．優先提言 

短期：PMGIRS の承認関連文書を整理 

中期：SOJI を全校導入、CEAV 予算計上 

長期：環境教育を正式カリキュラム化 

Ⅹ．結論 

分別収集・環境教育・CEAV 運営において成果を達成。 

PMGIRS 承認が持続の鍵。 

第 3 フェーズ検討を推奨。 



NPO法人DIFAR　決算報告書

NPO法人DIFAR

第 14期

自 2024年 4月 1日

至 2025年 3月31日

【第２号議案】



【経常収益】
  【受取会費】
    正会員受取会費 37 
    賛助会員受取会費 9 46 
  【受取寄付金】
    受取寄付金 256 
  【受取助成金等】
    受取助成金 1,116 
  【事業収益】
    受託事業収益 18,378 
    事業収益　もずく 61 18,440 
  【その他収益】
    受取  利息 3 
    為替  差益 197 
    雑  収  益 291 492 
        経常収益  計 20,351 
【経常費用】
  【事業費】
    （人件費）
      給料  手当(事業) 7,241 
        人件費計 7,241 
    （その他経費）
      売上　原価 45 
      業務委託費 2,144 
      印刷製本費(事業) 224 
      旅費交通費(事業) 23 
      車  両  費(事業) 140 
      通信運搬費(事業) 59 
      消耗品  費(事業) 2,004 
      水道光熱費(事業) 44 
      地代  家賃(事業) 314 
      保  険  料(事業) 131 
      研  修  費 4 
      支払手数料(事業) 2 
      為替  差損 242 
      雑      費(事業) 303 
        その他経費計 5,685 
          事業費  計 12,927 
  【管理費】
    （人件費）
      給料  手当 204 
        人件費計 204 
    （その他経費）
      印刷製本費 1 
      旅費交通費 19 
      車  両  費 13 
      通信運搬費 153 
      消耗品  費 422 
      修  繕  費 4 
      地代  家賃 179 
      広告宣伝費 84 
      保  険  料 272 
      諸  会  費 60 
      支払手数料 9 
      雑      費 105 
        その他経費計 1,327 
          管理費  計 1,532 
            経常費用  計 14,460 
              当期経常増減額 5,891 
【経常外収益】
    経常外収益  計 0 
【経常外費用】
    経常外費用  計 0 
        税引前当期正味財産増減額 5,891 
          当期正味財産増減額 5,891 
          前期繰越正味財産額 8,114 

          次期繰越正味財産額 14,006 

活　動　計　算　書
（単位：千円）

自 2024年 4月 1日  至 2025年 3月31日NPO法人DIFAR



  【流動資産】
    （現金・預金）
      普通  預金 13,812 
        現金・預金 計 13,812 
    商品 198 
    （その他流動資産）
      短期貸付金 40 
        その他流動資産  計 40 
          流動資産合計 14,050 

            資産合計 14,050 

  【流動負債】
    預  り  金 44 
      流動負債合計 44 
        負債合計 44 

  前期繰越正味財産 8,114 
  当期正味財産増減額 5,891 
    正味財産合計 14,006 

      負債及び正味財産合計 14,050 

《資産の部》

《負債の部》

《正味財産の部》

NPO法人DIFAR
貸　借　対　照　表

（単位：千円）

2025年 3月31日 現在全事業所



【重要な会計方針】
　財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年７月20日　2017年12月12日最終改正　ＮＰＯ法人
会計基準協議会）によっています。

(1).棚卸資産の評価基準及び評価方法
最終仕入原価法による原価法

(2).固定資産の減価償却の方法

(3).引当金の計上基準
貸倒引当金：該当無し
賞与引当金：該当無し
退職給付引当金：該当無し

(4).施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
(5).ボランティアによる役務の提供
(6).消費税等の会計処理

【会計方針の変更】

【事業費の内訳】
　事業費の区分は以下の通りです。
　部門件数が1ページ内の最大を超えました。明細は別紙に出力します。

【施設の提供等の物的サービスの受入の内訳】

内容 金額

【活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳】

内容 金額

【使途等が制約された寄付等の内訳】

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

合計

【固定資産の増減内訳】

科目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

合計

【借入金の増減内訳】

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

合計

【役員及びその近親者との取引の内容】
　役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

[税込]（単位：円）

科目
財務諸表に計上

された金額
内、役員との取引

内、近親者及び
支配法人等との

取引

（活動計算書）

活動計算書計

【その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか
にするために必要な事項】

有形固定資産：定率法　但し今期は該当無し
有形固定資産：定額法　但し今期は該当無し

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

[税込]（単位：円）

算定方法

備考

[税込]（単位：円）

[税込]（単位：円）

[税込]（単位：円）

[税込]（単位：円）

財務諸表の注記
2025年 3月31日 現在NPO法人DIFAR

算定方法



(1/3) （単位：千円）

科目 JICA 管理部門 その他 音楽祭 会費
（人件費）
  給料  手当(事業) 1,823 
    人件費計 1,823 0 0 0 0 
（その他経費）
  期首棚卸高
  仕  入  高
  期末棚卸高
  業務委託費
  印刷製本費(事業)
  旅費交通費(事業) 11 
  車  両  費(事業)
  通信運搬費(事業)
  消耗品  費(事業) 1,779 
  水道光熱費(事業)
  地代  家賃(事業)
  保  険  料(事業)
  研  修  費
  支払手数料(事業) 3 
  為替  差損
  雑      費(事業) 3 
    その他経費計 1,786 0 0 11 0 

      合計 3,609 0 0 11 0 

(2/3) （単位：千円）

科目 もずく 物販 カレンダー 通信 管理部門
（人件費）
  給料  手当(事業)
    人件費計 0 0 0 0 0 
（その他経費）
  期首棚卸高 153 
  仕  入  高 45 
  期末棚卸高
  業務委託費
  印刷製本費(事業) 120 
  旅費交通費(事業)
  車  両  費(事業)
  通信運搬費(事業)
  消耗品  費(事業)
  水道光熱費(事業)
  地代  家賃(事業)
  保  険  料(事業)
  研  修  費
  支払手数料(事業)
  為替  差損
  雑      費(事業)
    その他経費計 45 153 120 0 0 

      合計 45 153 120 0 0 

(3/3) （単位：千円）

科目 緑の募金 レンガプロジェクト JICA その他事業 (区分不明) 合計
（人件費）
  給料  手当(事業) 5,418 7,241 
    人件費計 0 0 5,418 0 0 7,241 
（その他経費）
  期首棚卸高 153 
  仕  入  高 45 
  期末棚卸高 △ 153 △ 153 
  業務委託費 2,144 2,144 
  印刷製本費(事業) 103 224 
  旅費交通費(事業) 12 23 
  車  両  費(事業) 140 140 
  通信運搬費(事業) 59 59 
  消耗品  費(事業) 224 2,004 
  水道光熱費(事業) 44 44 
  地代  家賃(事業) 314 314 
  保  険  料(事業) 131 131 
  研  修  費 4 4 
  支払手数料(事業) 0 2 
  為替  差損 242 242 
  雑      費(事業) 300 303 
    その他経費計 0 0 3,721 0 △ 153 5,685 

      合計 0 0 9,140 0 △ 153 12,927 

事業費の内訳（別紙）
2025年 3月31日 現在NPO法人DIFAR



  【流動資産】
    （現金・預金）
      普通  預金 13,812 
          ⑫ユニオンバンク9150　Bs (0)
          ⑨ユニオンバンク5933ドル (520)
          ⑧ユニオンバンク1593　Bs (0)
          ⑦ユニオンバンク5876　Bs (2,342)
        楽天銀行 (2,848)
        郵貯銀行　法人 (1,332)
        三菱東京UFJ (218)
        郵貯銀行 (29)
        郵貯銀行 (1,978)
        郵貯銀行 (88)
          楽天銀行 (4,451)
        現金・預金 計 13,812 
    商品 198 
    （その他流動資産）
      短期貸付金 40 
        その他流動資産  計 40 
          流動資産合計 14,050 
            資産合計 14,050 

  【流動負債】
    預  り  金 44 
      流動負債合計 44 
        負債合計 44 

        正味財産 14,006 

《資産の部》

《負債の部》

NPO法人DIFAR
財　産　目　録

（単位：千円）

2025年 3月31日 現在全事業所



（単位：千円）

全事業所
【経常収益】
  【受取会費】
    正会員受取会費 37 
    賛助会員受取会費 9 
  【受取寄付金】
    受取寄付金 256 
  【受取助成金等】
    受取助成金 1,116 
  【事業収益】
    受託事業収益 18,378 
    事業収益　もずく 61 
  【その他収益】
    受取  利息 3 
    為替  差益 197 
    雑  収  益 291 
        経常収益  計 20,351 
【経常費用】
  【事業費】
    （人件費）
      給料  手当(事業) 7,241 
        人件費計 7,241 
    （その他経費）
        売上　原価 45 
      業務委託費 2,144 
      印刷製本費(事業) 224 
      旅費交通費(事業) 23 
      車  両  費(事業) 140 
      通信運搬費(事業) 59 
      消耗品  費(事業) 2,004 
      水道光熱費(事業) 44 
      地代  家賃(事業) 314 
      保  険  料(事業) 131 
      研  修  費 4 
      支払手数料(事業) 2 
      為替  差損 242 
      雑      費(事業) 303 
        その他経費計 5,685 
          事業費  計 12,927 
  【管理費】
    （人件費）
      給料  手当 204 
        人件費計 204 
    （その他経費）
      印刷製本費 1 
      旅費交通費 19 
      車  両  費 13 
      通信運搬費 153 
      消耗品  費 422 
      修  繕  費 4 
      地代  家賃 179 
      広告宣伝費 84 
      保  険  料 272 
      諸  会  費 60 
      支払手数料 9 
      雑      費 105 
        その他経費計 1,327 
          管理費  計 1,532 
            経常費用  計 14,460 
              当期経常増減額 5,891 
【経常外収益】
  経常外収益  計 0 
【経常外費用】
  経常外費用  計 0 

    税引前当期正味財産増減額 5,891 
      当期正味財産増減額 5,891 
      前期繰越正味財産額 8,114 
      次期繰越正味財産額 14,006 

NPO法人DIFAR
自 2024年 4月 1日  至 2025年 3月31日

損　益　計　算　書



1. 活動計算書: 

o 経常収益は 20,351 千円で、主な収益源は受託事業収益（18,378 千円）と受

取助成金（1,116 千円）。  

o 経常費用は 14,460 千円で、主な費用は事業費（12,927 千円）と管理費（1,532

千円）。  

o 当期経常増減額は 5,891 千円。  

2. 貸借対照表: 

o 資産合計は 14,050 千円。  

o 負債合計は 44 千円。  

o 正味財産合計は 14,006 千円。  

3. 財務諸表の注記: 

o NPO 法人会計基準に基づいて財務諸表が作成されている。  

o 棚卸資産の評価基準は最終仕入原価法。 

o 固定資産の減価償却は定率法および定額法（今期は該当なし）。  

o 消費税等の会計処理は税込方式。  

4. 財産目録: 

o 流動資産合計は 14,050 千円。 

o 負債合計は 44 千円。  

o 正味財産は 14,006 千円。  

o  

全体として、当期において 5,891 千円の正味財産増加を達成し、次期繰越正味財産額は

14,006 千円となっています。 

 



【第３号議案】 
 

 

2026年度 事業計画書（案） 

1. 目的（Purpose） 

2026 年度は、バジェグランデ地域の環境教育事業の継続・強化、外務省協定（AMCB）

承認の正式手続き、日本財団スポごみワールドカップへの準備、ならびにその他のプロ

ジェクト開発を進め、持続的な地域環境改善と国際協力を推進する。 

2. 2026年度 主要活動計画 

① バジェグランデ環境教育プロジェクト・フォローアップ 

・年 5 回のアースキーパーズ（Earthkeepers）プログラム実施支援 

・DIFAR ボランティア参加 

・ファシリテーター3 名分の経費（1 回あたり 1,800 Bs） 

 

年間合計：1,800 Bs × 5 = 9,000 Bs 

② AMCB（外務省協定）承認手続き・署名業務 

・ラパスでの承認手続き、および署名関連業務 

・航空運賃：1,500 Bs × 2 名 = 3,000 Bs 

③ スポごみワールドカップ準備（2026年・8月～） 

・国内大会準備、自治体調整、ボランティア育成 

・交通費（案）：2,000 Bs 

・事務消耗品：800 Bs 

・広報費：500 Bs 

④ その他プロジェクト 

・SOJI/CAN/Earthkeepers 強化 

・自治体連携拡大 

・国際協力案件形成 

 

予備費（案）：2,000 Bs 



【第３号議案】 
 

 

3. 2026年度 予算（概算） 

活動 内容 金額（Bs） 

① プロジェクト・フォロ

ーアップ 

アースキーパーズ支援（5

回） 

9,000 

② AMCB 手続き ラパス航空券（1,500 × 2） 3,000 

③ スポごみ準備 交通費・備品・広報 3,300（案） 

④ その他プロジェクト 予備費 2,000 

合計  17,300Bs(T/C 21円） 
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第 4号議案 役員再選、選任 

 

2025年 11月 15日から 2027年 11月 14日までの役員を以下のとおり提案します。 

（順不同・敬称略） 

再任 

役 名 氏 名 

理事長 瀧本 幸弘 

理事長 瀧本 里子 

理事 木村 寿志 

理事 村上 真平 

理事 水口 亜紀 

理事 神田 幸英 

監事  
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